
「
考
え
て
み
よ
う
地
域
の

風
を
市
民
が
使
う
風

力
発
電
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
風
力

発
電
施
設
の
見
学
会
と
市
民
風
車

の
講
演
会
を
１
月
30
日
（
日
）
に

開
催
し
、
市
民
な
ど
約
１
５
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
講
師
に
は
、
日
本
で

初
め
て
市
民
の
手（
市
民
の
出
資
）

に
よ
る
風
力
発
電
事
業
（
市
民
風

車
）
を
実
現
さ
せ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
の
事

務
局
長
、
鈴す

ず

木き

亨と
お
る

氏
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
鈴
木
氏
は
、
現
在
４
基

目
の
建
設
を
手
が
け
て
い
る
市
民

風
車
の
成
功
要
因
や
、
導
入
の
た

め
の
条
件
、
手
続
き
、
苦
労
な
ど

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
た
め
の
基
金
と

し
て
運
用
す
る
グ
リ
ー
ン
電
力
料

金
制
度
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
、

地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

の
可
能
性
を
語
り
か
け
ま
し
た
。

▼
企
画
課
5
23
局
３
５
０
７

田
原
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
『
男
女
共
同
参
画
社

会
』
に
対
す
る
認
識
や
意
向
な
ど

を
把
握
し
、
今
後
の
施
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

　

男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
つ

つ
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
参
加
で
き
、
そ
の
責
任

を
と
も
に
分
か
ち
合
う
社
会
の
こ

と
で
す
。

■
や
や
低
い
認
知
度

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
田

原
市
民
の
男
女
共
同
参
画
に
対
す

る
認
知
度
は
、
全
国
調
査
と
比
較

し
て
や
や
低
い
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

■
広
報
た
は
ら
で
情
報
発
信

　

田
原
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
後
、

広
報
紙
上
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
情

報
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

▼
企
画
課
5
23
局
３
５
０
７
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男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
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アンケート調査の概要

調査時期：平成 16年２月
調査対象：市内在住の成人男女 1000名
調査方法：郵送による配布・回収
回収状況：47.4％（474通）

風
力
発
電
見
学
会
・
講
演
会

▲講演会で熱弁をふるう鈴木氏

2
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全国［2353］

田原市［468］

男性［190］

女性［278］

※［　］内は有効回答数

だいたい知っていた 言葉は聞いたこと
があった 知らなかった

内容を含め詳しく知っていた

▲風力発電見学会では、蔵王山
展望台、衣笠小学校、臨海地区
それぞれの風力発電施設を参加
者が見学しました。中でも臨海
の風力発電所の見学では、「台風
のときはどうなるか？」「発電効
率は？」など活発な質問が参加
者から出され、注目の高さが伺
えました。




